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命を守る勉強です！
〈避難訓練〉
９月８日（土）、家庭科室からの出火想

定のもと、「避難経路の確認」を重点とし

て実施しました。前回は、大越体育館への

避難を想定し、プール前駐車場へ避難しま

したが、今回は新校庭鉄棒前に避難し、フ

ェンスの非常用扉から取り付け道路に出

る訓練を行いました。「ここから出られる

んだ。」と驚きの表情を見せる児童もおり、実際にやってみることの大切さを再認識しました。消防

署員のみなさんからは、訓練の大切さとともに、火災を出さない心がけについてもご指導いただきま

した。

〈交通安全教室〉
９月２１日（金）、大越駐在所の永沼様を講

師にお招きし、自転車の安全な乗り方や点検

のしかたについて学習しました。特に、自転

車は「不安定であること」や「自動車のよう

に体を守る外枠がないこと」が重傷事故につ

ながること、また、「ヘルメットは、頭にあっ

た大きさのものを選び、万一の時に落ちないようにしっかりかぶること」などをご指導いただきまし

た。交通事故は、いつでもだれにでも起こる可能性があります。ご家庭でも毎朝の一声など注意喚起

をよろしくお願いします。

～交通安全運動期間の街頭指導、ありがとうございました～
毎日お世話になっています交通専門員の渡

辺貞一さんや学校支援ボランティアの武田正

さんをはじめ、交通安全協会や交通安全母の

会、田村警察署、航空自衛隊大滝根分屯地の

皆様にも応援いただきました。特に９月２５

日（火）には本田仁一市長様、翌２６日（水）

には遠藤孝田村警察署長様や井上吉隆大滝根分

屯基地司令様をはじめ、多くの署員、隊員のみ

なさんに交通指導を行っていただきました。子

どもたちは、少し驚いた様子でしたが、うれし

い表情を見せながら感謝の気持ちを込めた元気

なあいさつをして学校に向かいました。
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「1年生も整然と避難できました！」



「交通事故に気をつけて通学し、いっしょうけんめいに勉強します」、

ありがとうございました！
～交通安全標語コンクール表彰式～

９月２７日（木）、遠藤孝田村警察署

長様をはじめ、福島民報社の米谷支局

長様、福島民友新聞社の富山支局長様

にお越しいただき、田村ライオンズク

ラブ様が主催する「交通安全標語コン

クール表彰式」が本校体育館で行われ

ました。

交通安全運動期間中の表彰式でもあ

り、受賞の喜びとともに、さらに交通

事故に気をつけようという子どもたち

への意識付けにもなりました。また、

ご家庭でも標語づくりを通して、親子

で交通安全について改めて考えてみる

よい機会にもなったのではないでしょうか。

表彰式では、交通事故には絶対に遭わな

いようにしよう、そのためにどうすればよ

いかなどを全員で確認することができまし

た。

このような貴重な機会をいただきました

長谷川元行会長様をはじめ、田村ライオン

ズクラブの皆様に心から感謝を申し上げま

す。

【 最 優 秀 賞 】 ２年 小川陽菜向 〈「どのせきも ベルトつけた」が あいことば〉

６年 湯佐 彩夏 〈ルール無視 そのとき消える その笑顔〉

【福 島 民 報 社 賞】 ５年 佐藤 柚葉 〈気をつけて 自分だけの 道じゃない〉

【福島民友新聞社賞】 ４年 久保田浩貴 〈急ぐより 安全運転 最優先〉

ＰＴＡ奉仕作業、廃品回収、ありがとうございました！
～９月８日（土）、早朝から多くの皆様のお力をお借

りして、環境整備や廃品の回収を行うことができました。

保護者や地域の皆様に心から感謝申し上げます。

子どもたちとも、「たくさんの方々にお世話になってき

れいな学校が保たれ、充実した教育活動を行うことがで

きること」、「感謝の気持ちをもって一生懸命に学んでい

くことが大切であること」を再確認したいと思います。

きれいになった環境の中で一層充実した教育を行ってま

いりますので、今後ともご支援、ご協力をよろしくお願

いいたします。

なお、廃品回収の収益金は、１３３，２９２円でした。

特設部活動など、子どもたちの教育活動の充実に有効に活用してまいります。
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